
第 564 回 物性セミナー 
 

フラストレートした近藤格子における 

量子臨界現象 

 

講 師 常盤 欣文 氏 
 （日本原子力研究開発機構 先端基礎研究センター・研究副主幹） 

日 時 2024 年 10 月 1 日(火) 16:20 〜 17:50 
場 所 先端科学総合研究棟 405N 
 

絶対零度での量子相転移に起因した量子臨界揺らぎは、広い温度領域で物性に影響を与え
る。以前は、希土類金属において、磁気秩序が近藤効果によって抑制されるところで起きる
量子臨界現象が研究されてきた。そこでは、磁気秩序とフェルミ液体との間で相転移が起こ
る。一方、フラストレーションなどによる量子揺らぎの増大によっても、磁気秩序は抑制さ
れるため、量子臨界現象が誘起される可能性がある。その場合は、磁気秩序とスピン液体の
間での量子相転移が発生する。 

本セミナーでは、フラストレーションが関連していると考えられる物質の量子臨界現象を
紹介する。具体的には、半金属で近藤効果が弱いと思われる量子スピンアイス Pr2Ir2O7、近
藤効果の強い近藤カゴメ格子 YbAgGe と CeRhSn の研究成果について議論する。 
 

共同セミナー「理工学融合共同演習」認定科目です。 
世話担当：志村 恭通（内線 7026） 

 

※ なお本セミナーは 9/30, 10/1, 10/2 に開講される集中講義（量子物質科学プログラム、
物質基礎科学特別講義 A）の一部としても扱われます。講義では、本セミナーの基礎と
なる事柄が詳しく解説される予定です。 

 

第 569 回物性セミナー 

 

準結晶における特異な格子振動 

－つかえながら進み、前後で伝わり方が異なる格子の波－  

講 師  松浦 直人 氏 
        （総合科学研究機構中性子科学センター・

研究開発部長） 

日 時 2025 年 9 月 25 日(木) 16:30 ~ 
場 所 先端科学総合研究棟 302S 

 

  中性⼦は Å オーダーの波⻑のエネルギーが丁度フォノンやマグノンなどの素励起の
エネルギースケールと同程度の meV オーダーであることから、物質中の構造や揺らぎを
調べるのに適したプローブである。茨城県東海村に設置されている J-PARC MLF は世界
最⾼強度のパルス中性⼦源を持ち、エネルギー測定レンジが異なる複数の分光器が設置さ
れ、10-4 meV から 102 meV まで 6 桁に及ぶダイナミクスを測定することが可能である。
本セミナーでは J-PARC MLF の複数の分光器を⽤いて調べた準結晶の固体ダイナミクス
の研究例について紹介する。 
 準結晶は 1984 年にシュヒトマン博⼠が発⾒した、並進対称性と相容れない 5 回回転対
称性を持つ特異な秩序を持つ物質で、周期的な格⼦系にはない物性が期待されている。こ
れまでに準結晶の格⼦ダイナミクスの研究は盛んに⾏われてきたが、周期的な系のフォノ
ンと同様なシグナルしか観測されてこなかった。最近、J-PARC MLF において、meV か
らµeV の 3 桁に及ぶエネルギー分解能の測定から、準結晶 AlPdMn において特徴的なフ
ォノンシグナルが明らかになった[1]。本セミナーでは、観測された階層的なギャップを
持つ特異連続スペクトラムや正と負のエネルギーで強度が異なる⾮相反フォノン、還元波
数ベクトルに対して⾮対称なフォノンなど。周期的な系のフォノンには⾒られない準結晶
のフォノンの特徴について紹介する。 

 
[1] “Singular Continuous and Nonreciprocal Phonons in Quasicrystal AlPdMn”,  
   M. Matsuura et al., Phys. Rev. Lett. 133, 136101 (2024).  
  
※共同セミナー「理工学融合共同演習」認定科目です 

担当：松村 武（内線 7021） 


